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研究成果の概要（和文）：触譜（R）は鈴木理絵子と鈴木泰博が開発した触覚刺激のためのメディアである。この触譜
を用いて触覚刺激についての研究を行い、主に次のことを明らかにした。ひとつは、触覚刺激が遷移順序を持ちうるこ
と、である。もうひとつは、触覚刺激・文字テキスト・音楽というメディア間の変換、ならびにそれらを通した諸感覚
の再編成が可能であること、である。その結果、触譜と触覚刺激に関する2冊の図書を出版できただけでなく、触譜に
基づく芸術作品の発表を行うこともできた。これらの活動により、かつてより美学で示唆されてきた二つの触覚（五感
のひとつとしての触覚と五感に共通な根源的触覚）について、更新された見方を与えることができた。

研究成果の概要（英文）：Tactile score (R) is a score invented by Rieko Suzuki and Yasuhiro Suzuki as a 
new medium for tactile sense. By using this tactile score we studied tactile sense and massaging, and 
made clear mainly the following two things. 1. By using tactile score as a descriptive and recording 
medium we made clear that massaging can have rule-like orders of transition. 2. By using tactile score as 
a prescriptive medium we showed a possibility of translation among media such as massaging, text and 
music, and of reorganization among senses through such media translation. As the results we published 
papers and books about tactile score and massaging, and also published an artwork based on tactile score. 
Through these studies we could give a renewal view to the idea of two kinds of tactile sense (tactile 
sense as one of the five senses and tactile sense as fundamental sense common to the five senses) 
suggested by traditional aesthetics.
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１．研究開始当初の背景 
 「触覚的なもの」は、美学史上でも重要視
され、ヘルダー、ベンヤミン、ドゥルーズと
いった著名な哲学思想家がそれを論じてき
た。にもかかわらず、「触覚」あるいは「触
覚刺激（マッサージ）」に関する美学的研究
は、ほとんどなかったと言える。何よりそれ
は、触覚がすぐさま消えてしまうものだから
であった。しかし、本研究の分担者である鈴
木泰博と研究協力者である鈴木理絵子によ
り、触覚刺激記録メディアである「触譜」が
開発され、それを用いて、触覚刺激を研究す
ることが可能になったのである。こうした事
情を背景に、本研究は、触譜を用いて触覚刺
激をなんらかの仕方で可視化しながら、過去
の美学で論じられてきたいくつかの視点を
更新することを目指して始まった。 
２．研究の目的 
 研究の目的は、上記のように、触譜を用い
て触覚刺激を分析しながら、それと並行して、
過去の美学が触覚について論じてきた重要
な視点（触覚の根源性、分裂した五感を再流
動化させる力としての触覚）に新たな光を照
射することにあった。 
３．研究の方法 
研究の方法は、大きく次の三つに分けられ

る。(1)触覚に関する過去の美学の再整理、
(2)触譜を用いたマッサージの解析ならびに
触覚による感覚の流動化の実験、(3)結果の
美学的考察、である。(1)と(3)については文
献研究と専門家（筑波大学杉山卓史助教、横
浜国立大学中川克志准教授ら）を招待しての
研究会開催、(2)については、触譜を用いて
記録したマッサージを主成分分析等によっ
て分析したほか、触譜を用いて、文字テキス
トを触覚刺激に、触覚刺激を音楽や音響に、
といった実験を繰り返した。この過程で、プ
ロフェッショナルなピアニストらの協力を
得ている。またマッサージの効果測定の評価
系構築に向けた実験（サーモグラフィ、アミ
ラーゼを使用）も行った。 
４．研究成果 
 もっとも早く成果を公表できたのは、研究
方法の(2)、すなわちマッサージの解析につ
いてである（鈴木、渡邊、鈴木 2013）。この
研究成果は、プロフェッショナルなエステテ
ィシャンである鈴木理絵子氏（株式会社ファ
セテラピー代表）と、渡邊淳司氏（NTT コミ
ュニケーション科学基礎研究所人間情報研
究部主任研究員）、お二人の研究協力者の多
大なご尽力によるものである。そこでは、マ
ッサージを構成する基本的な手技 42 組につ
いて評価をしてもらい、主成分分析を通して
三つの主成分を、階層クラスタリングを通し
て六つのグループを得た。そしてこれらの分
析に基づいて、効果的なマッサージを行うと
きの手技の遷移順序（文法的なもの）につい
て、その傾向を明らかにすることができたの
である。それにより、触覚や触覚刺激は単な
る感覚的耽溺とは異なるものである可能性

が与えられたのである。この成果の一部は、
長い歴史を有する国際実験美学会議（IAEA）
でも発表され、海外の研究者からも強い関心
を集めた（Akiba & Suzuki 2012）。強い関連
を有する図書として、研究協力者渡邊淳司氏
による『情報を生み出す触覚の知性：情報社
会を生きるための感覚のリテラシー』（化学
同人、2014）を挙げておきたい。 
 また、同じく研究方法の(2)に記した、文
字テキストを触覚刺激に、触覚刺激を音楽や
音響に、といった諸感覚の変換についても、
さまざまな成果をあげることができた。特筆
すべきは、2014 年 1 月にベルリンで初演さ
れ、その後 4 月にかけてバルセロナ、京都を
巡 回 し た 映 像 パ フ ォ ー マ ン ス 作 品
「MatchAtria」（主たる制作は石橋義正氏と
川口ゆい氏）への参加である。この作品では、
触譜が、映像・音響・心臓バイブレータの振
動・ダンス、そのすべてにそれぞれ変換され、
それらが一堂に演じられるという快挙が成
し遂げられた。それだけでなく、プロフェッ
ショナルなピアニストの卓越した演奏技術
に支えられて、触譜をピアノ作品に変換した
り（一部は Akiba, Suzuki 2012 の発表中で
も紹介）、また日本の伝統文学である平家物
語を触譜や音楽に変換したり（Suzuki, 
Suzuki, Watanabe 2014）、といったいくつか
の成果をあげている。重要なことのひとつは、
これらの実践的研究を通じて、触譜は単なる
触覚刺激限定の記録再生メディアではなく、
イメージされた触覚を、ダイレクトに音や振
動触覚、映像、さらにはテキストに変換する
ことを可能にする汎用メディアと考えられ
るようになっていることである。さらに興味
深いのは、日本語の平家物語を直接触譜と触
覚刺激に変換したものと、日本語から英訳さ
れた平家物語を触譜と触覚刺激に変換した
ものでは、大きな違いが見られることである。
この違いが何を意味するのかについては、27
年度に始まる科学研究費補助金の研究（感覚
言語の研究）にその一部が引き継がれること
になる。なお、サーモグラフィやアミラーゼ
を使用した実験の結果についても、いくつか
報告することができた（鈴木、鈴木、秋庭 2012、
鈴木 2014） 
 こうした実験的あるいは実践的研究と併
走するかたちで、(1)(3)の文献的研究も進め
られた。そのなかで、これまで長いあいだ、
マッサージは美学の研究対象にならない、な
ぜならそれは単なる快楽、単なる感覚的な刺
激への耽溺であるからだ、と考えられてきた
が、その理由は実際不明瞭であり、おそらく
はカント『判断力批判』等の誤読によるもの
であること、またこれまで長いあいだ触覚の
芸術と考えられてきたのは彫刻であったが、
マッサージは、それに代わる触覚刺激の芸術
となる可能性があることを発表してきた（秋
庭 2013、秋庭 2015）。また、同じく口頭発表
において、触譜と類似する指令メディアを用
いており、しかも触覚や身体と大きく関わり



があると考えられる各種メディアアート作
品（小野洋子、三輪眞弘らの作品）と、触譜
ならびに触譜から生成される触覚刺激とを
比較し、触譜に基づく触覚刺激の特徴（私的
でありながら共有が可能）から、触譜のなか
に、五感の一つとしての触覚と、五感に共通
の根源的触覚と呼ばれる触覚、双方の性格が
暗示されていることを指摘した（Akiba2014、
またこれらの内容は、On the Possibility of 
Computational Aesthetics of Massaging、
ならびに Comparison of Tactile Score with 
Some Prescriptions in Artworks: 
From the Point of Media Transformation 
としてすでに論文投稿されており、Springer
からの出版が決定している。） 
 以上が、本研究の成果である。 
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